
2020年度
第１回 ササハタハツ会議

2020年6月30日
渋谷区 まちづくり第一課・公園課



開会の挨拶

第1部（18：00～）

・昨年度の取り組み及び今後の進め方について

第2部

・緑道コンセプトプラン発表（18：25～）

・ワークショップ（19：40～）

閉会の挨拶

本日の次第



2019年度 緑道ワークショップ

第1回 令和元（2019）年11月14日（木）13：00～17：00（緑道、渋谷区地域交流センター西原）

テーマ「緑道の魅力を発見・共有する」

内容：①まち歩き、②緑道の魅力まとめ・発表

参加：37名

第2回 令和2（2020）年1月23日（木）14：00～16：00（緑道、渋谷区地域交流センター本町）

テーマ「継続して活動する“仲間”をふやす」

内容：①専門家からのアドバイス、②２グループに分かれてのグループ討議

③私のできること宣言「仲間を増やすために皆さんができることは？」

参加：22名

第3回 ※新型コロナウィルス感染拡大防止のため開催延期

令和2（2020）年3月27日（金）15：00～17：00（渋谷区役所15階 スペース428）

テーマ「緑道で活動する仲間を増やすためにできることは？」

2019年度、3回の緑道ワークショップを計画し、そのうち2回を実施しました。
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2019年度 第1回緑道ワークショップ
（令和元（2019）年11月14日実施）

テーマ「緑道の魅力を発見・共有する」

専門家：泉山氏、大藪氏、熊谷氏
参加者：37名
（地区内訳 笹塚地区・・・10名

幡ヶ谷地区・・11名
初台地区・・・16名）

①まち歩き

緑道を3地区（笹塚地区、幡ヶ谷地区、初台地区）に分け、

各地区ごとにまち歩きを行いました。

まちづくりの専門家や参加者同士で意見を共有しながら実

際に緑道を歩くことで、緑道の新たな魅力や気づきを得る

ことができました。

②緑道の魅力まとめ・発表

緑道の魅力を「残したい歴史」（過去）、「花や緑の魅

力」「周辺のこと」（現在）、「もっと活用できること」

（未来）に分類してまとめ、地区ごとに発表しました。

地域の方ならではの視点で緑道の魅力を語っていただき、

利用者の要望やより魅力的な緑道に進化するためのアイ

ディアも盛りだくさんに出て活発な議論となりました。
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2019年度 第2回緑道ワークショップ
（令和2（2020）年1月23日実施）

テーマ 『継続して活動する”仲間”をふやす』

専門家：泉山氏、大藪氏、熊谷氏
参加者：22名

６

①仲間をふやすには？

第２回では、専門家から地域主体のまちづくりの事例につ

いて情報提供がありました。

他のまちでの事例を踏まえ、今後緑道を活用してくために

は、もっとも大切なのは「仲間を増やしていくこと！」を

テーマとして議論を進めました。

②私のできること宣言

家族で話してみる、SNSを活用して広報する、町会の会合

やボランティア仲間と話し合う、若い人にイベント参加を

呼び掛けるなど、小さなことでも取り組みできる「私がで

きること」宣言で締めくくりました。



私たちの取組み
2019年度緑道ワークショップを経て

2020年6月30日

初台まちづくり協議会

清水 伸子



ササハタハツ新聞
2019年8月30日

• 今までのこと、これから
のことをお話しました。



HatsuMachi
News

2020年4月に初台1・2丁目に

全戸配布

まちづくり協議会の活動をお知ら
せしました。



各部会の活動報告



緑道ワークショップでの宣言

まち協のFacebookグループをつくり、

その中で緑道やまちのことを伝える。



Facebook
初台まちづくり協議会
https://www.facebook.com/groups/3267468
803268423/

• 2020年1月開設

設定：Public



さいごに

“ If you make/do (build) it, they (he) will come”
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2019年度／まちラボフューチャーセッション
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2019年度／まちラボフューチャーセッション

中止



① インクルーシブ※1運動場プロジェクト

東京大学 泉山先生

② 幡ヶ谷公衆トイレ活用プロジェクト

年齢、性別、障がいに関わらず誰
でも参加できて、スポーツ・遊び
を通して交流を生み、まちが楽し
くなることを目指す企画。
どこでも運動場プロジェクトと連
携して行う。将来的にはしぶりん
ピックの開催を目指している。

幡ヶ谷公衆トイレの改修に併せて
多目的スペースを併設する事業を
区が実施している。
その多目的スペースをギャラリー
として活用することを検討してい
る。

2019年度／まちラボフューチャーセッション



③ 道路活用検討プロジェクト

④ 北渋festival（オペラ通りで音楽祭）プロジェクト

道路を止めて人と人がつなが
れる場を創出することを目指
している。
おとなりサンデーの際に、初
台通りでオープンカフェの実
施を目指している。将来的に
は水道道路等も活用したい。

プロジェクトのゴールとして
「表現者（アーティスト）が
食べていける街」を目指し、
まずは今年度、オペラ通りで
音楽祭を実施することを目指
している。

2019年度／まちラボフューチャーセッション



⑤ まち遺産探検隊プロジェクト

⑥ 地域SNSプロジェクト

これからの街の担い手である子供た
ちと街を歩いて、未来に残したい街
のステキなもの（=まち遺産）をた
くさん見つける活動。
今年度、オンラインでの開催も実施
している。

コミュニティ活性や人と人のつなが
りを生むツールとして、昨年度1月24
日よりササハタハツエリアにて、地
域SNS『ピアッツァ』がスタート。
今後、各プロジェクトの広報・情報
発信のツールとしても活用が期待さ
れる。すでにまち遺産探検隊のグ
ループが立ち上がっている。

2019年度／まちラボフューチャーセッション



⑦ ササハタハツマッププロジェクト

⑧ 緑道でお茶会プロジェクト

ササハタハツエリアの一体型
マップを渋谷区観光協会が作成
するプロジェクト。今後、地域
の方からの意見も聞きながらコ
ンテンツをまとめていく。

緑道再整備に向けて計画が進め
られているが、それらを区に任
せておくのではなく、アクショ
ンを起こしていくことが大事と
考え、そのきっかけになるよう
なオープンな「お茶会」を緑道
で開催することを目指す。

2019年度／まちラボフューチャーセッション



⑨ ササハタハツ×自然プロジェクト

⑩ ASOBOプロジェクト

いつ何をして遊ぶかなどの情報を周囲の
公園に発信、受信することが可能

緑道の「自然」に着目したプロジェクト。
専門家やほかの地域の住民の活動に学び
ながら、コミュニティを形成し、将来の
ための計画も立てていきたいと考えてい
る。

飛び入り参加の中学生・高校生チーム。
別々の公園にいる者同士がつながり、
外遊びの機会が増え、新たなコミュニ
ティができるきっかけづくりをテクノ
ロジーによって実現することを目指し、
世界大会でプレゼン予定。

2019年度／まちラボフューチャーセッション



イベントを増やしたい訳ではない

古い緑道をただ新しくしたい訳ではない

地域に愛され、世界が憧れる

そんな“シーン”が街にどんどん生まれる

仕組みや進め方とは…。
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現在の状況

ササハタハツまちづくりをジブンゴトとして取組む10プロジェクトが始動！

多世代が参加する緑道WS
「地域に愛され、世界が憧れる」緑道づくりに向けて、プレイヤー（企画運営者）、
ユーザー（利用者）、サポーター（応援する人）が明確となり、繋がりつつある状況

緑道検討

性格の似たフューチャーセッショ
ンと緑道WS（参加者も重複）

更に寄り添い支援
する体制が必要

一方、たくさんの意見やPJ
アイデアは出揃っている

エリアの将
来像が必要

まちの将来像×PJの定着
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×

盛り上がりを見せるフューチャーセッション

意見収集の場
を統一する

課題と方向性

→ササハタハツ会議開催 →PJ支援体制構築 →エリアビジョン策定

本日はココ！
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今年度の推進体制

町会 商店会 学校 ＮＰＯ 企業ササハタハツ民

フューチャーセッション参加者 緑道WS参加者

参加

渋谷区
（公園課×まち課）

ササハタハツ会議

～フューチャーセッションと緑道WSの統一～

①緑道整備の検討状況の共有と意見収集の場

②地域の自発的なプロジェクトの共有・深化・仲間づくりの場

③エリアビジョンへ反映する意見収集の場

主催・運営
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ササハタハツ会議の意見反映フロー

ササハタハツ会議

緑道計画

（仮称）まちラボ
（官民連携プラットフォーム）

※近日公表

意
見
収
集

エリアビジョン策定・プロジェクト支援など

本日 ９月頃 １月頃 ３月頃

緑道計画

反映→意見収集に変更

意
見
収
集

意
見
収
集

意
見
収
集

意
見
収
集

意
見
収
集

意
見
収
集



建築家 田根 剛 氏東京ランドスケープ研究所



TLA自己紹介スライド（～6/25作成中）





京王線笹塚駅・幡ヶ谷駅・初台駅のそれぞれ頭文字を取り、
「ササハタハツ」と称しているエリアを覚えやすく見た目も可愛い数字で表現。

「農」を通じて、地域のコミュニティが今後も育っていく思いを込めて「FARM」と名付ける。

388FARM
ササハタハツ ファーム



・コンセプトプランの感想

・コンセプトプランに関する質問

・設計者に質問する代表者を決める

グループ討議（30分）



グループ討議で決めた代表者が質問や感想を

区や設計者に伝える

設計者との対話（20分）


